
PL.38

豊成上金井谷峰遺跡

１　台形石器・尖頭器

２　石鏃・石錐（黒曜石）
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豊成上金井谷峰遺跡

PL.39

１　スクレイパー・楔形石器・石核

２　楔形石器・石核・ブランク・剥片
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PL.40

豊成上金井谷峰遺跡

１　石鏃・石匙・剥片（安山岩）

２　石錘
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豊成上金井谷峰遺跡

PL.41

１　打製石斧

２　打製石斧・磨製石斧・砥石
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PL.42

豊成上金井谷峰遺跡

１　磨石（１）

２　磨石（２）

３　磨石・敲石・石皿・台石
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豊成上金井谷峰遺跡

PL.43

１　台石

３　１区Ⅱ層出土土器

２　３区出土土器（器台・低脚坏）
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PL.44

豊成上金井谷峰遺跡

１　SI１出土土器

３　SK11出土土器（１）

５　SI１、SK３、SK11ほか出土土器

２　SI１出土軽石

４　SK11出土土器（２）
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豊成上金井谷峰遺跡

PL.45

SS１出土土器
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PL.46

豊成上金井谷峰遺跡

自然流路出土土器
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豊成上金井谷峰遺跡

PL.47

表土、Ⅰ・Ⅱ層出土土器
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PL.48

豊成上金井谷峰遺跡

３区出土土器（壺・甕）
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所 収 遺 跡 名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

豊
とよ

成
しげ

上
かみ

神
かん

原
ばら

遺 跡

そ の 他 縄 文 時 代 土坑（７基） 石器 落とし穴

そ の 他 古 墳 時 代 土坑（２基） － 製炭土坑溝状遺構（２条）
そ の 他 古 代 土坑（１基） 土師器、須恵器

そ の 他 時 期 不 明
土坑（２基）

－溝状遺構（１条）
道路状遺構（１条）

豊
とよ

成
しげ

上
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金
かな

井
い

谷
だに

峰
みね

遺跡

そ の 他 旧石器時代 － 台形石器
そ の 他 縄 文 時 代 土坑（10基） 縄文土器、石器 落とし穴

集 落
弥 生 時 代 竪穴住居跡（１棟） 弥生土器

古 墳 時 代 テラス状遺構（２基）土師器
土坑（１基） 土師器

そ の 他 時 期 不 明
テラス状遺構（1基） －
溝状遺構（２条） －
土坑（４基） －

要 約

豊成上神原遺跡
　縄文時代から古代の遺構・遺物が確認された。縄文時代の遺構としては落とし穴を検出
した。当該期に帰属するとみられる石鏃も出土していることから、当地は狩猟の場であっ
たとみられる。古墳時代の遺構としては製炭土坑などを検出しており、当地において生産
に関わる作業が行われていたことがわかった。古代に帰属する遺構としては、土坑を検出
した。当該期の遺物は、土師器、須恵器、鉄関連遺物が出土している。遺構、遺物ともに
希薄ではあるが、調査地周辺に該期の集落が広がり、当遺跡はその縁辺部にあたるものと
想定する。　

豊成上金井谷峰遺跡
　縄文時代から古墳時代の遺構・遺物を確認した。縄文時代の遺構としては落とし穴があ
り、石鏃などの石器からも縄文時代には狩猟の場であったとみられる。また、掘り込みな
どは伴わないものの、打製石斧がまとまって出土しており、石器の利用や保管のあり方を
示唆する資料と考えられる。弥生時代の遺構としては竪穴住居跡を１棟検出した。周辺地
を含め集落が広がっていたものと考えられる。古墳時代の遺構としてはテラス状遺構２基、
土坑１基を検出しており、調査地周辺に集落が存在していたと推定する。
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